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「所属議員の社会保険加入に関する調査」に関する報道について 

 

 

本日、福岡市民クラブが所属議員の社会保険加入について外部専門家による調査を行う

旨の報道がありましたので、これまでの経緯と会派としての対応についてご説明します。  

 

地方議員のいわゆる「国保逃れ」が全国的に問題となり、厚生労働省から法人役員等の

社会保険加入に関する判断基準が示されたことを受け、関係団体からも、今後の選挙推薦

に際して健康保険の加入状況を確認する旨の考えが示されました。これを受け、福岡市民

クラブとしても、市民に説明責任を負う政治集団として、所属議員の健康保険加入状況に

ついて自主的な点検を行ったものです。 

その中で、社会保険に加入している一部の所属議員について、加入の根拠となっている

法人での具体的な業務、経営への参画、報酬、加入経緯等について、より詳細な確認が必

要と判断しました。 

このため、8 月 4 日の会派会議において、会派内部だけで調査するのではなく、外部の

専門家による客観的な調査を行う方針を決定し、現在、弁護士と具体的な調査方法につい

て協議を進めています。当該弁護士により、法人の事業実態、具体的な業務、経営上の権

限・責任、報酬及び資金の流れ、社会保険加入に至った経緯等について、客観的な資料に

基づいて確認をいただきます。 

こうした外部専門家による調査結果を踏まえ、社会保険制度上の問題の有無だけでなく、

地方議員として市民に十分説明できるものであるかという観点からも、福岡市民クラブと

して判断します。 

8 月末を目途に調査を進め、個人情報及び関係者の権利に十分配慮しながら、確認され

た事実、会派としての判断及び必要な対応について、市民の皆さまに説明してまいります。  

 

なお、報道されている「国保逃れの認識はなかった」との説明については、現時点にお

ける本人の説明であり、会派としてその適否について結論を出したものではないことを申

し添えます。 

以上 


